
大崎市松山地域を中心に、スポーツ少年団サッカー、中学校サッカー部を指導しています。また、地元の基幹産業であ
る農業を知ってもらうために、エコ体験で田植えや稲刈りを行っています。サッカー以外でも、登山やボウリングなど他のスポーツでクラブ会
員の交流を深めています。
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ク ラ ブ の 特 徴

●エコ体験を通して米を自分で作ったことで
ご飯をおいしく食べるようになりました。

●ふだんはサッカーをやっていますが、登山
に参加して、他の人たちと交流できてよか
ったです。

●毎年元旦に、クラブの会員や以前サッカー
に関わったメンバーが地元に集まる「新春
サッカー大会」が設立当初から続いていて、
よい交流の場になっています。

会員の声

既存団体が発展した総合型クラブ　～サッカースポーツ少年団から発展～

●平成 8年度
　旧松山町サッカー協会誕生。
　松山 FCスポーツ少年団誕生。

●平成 15年度
　松山 FCパドゥレ、マドゥレ誕生。
　総合型地域スポーツクラブ研修会参加。

●平成 16年度
　松山「楽集」合同学習会にて、総合型地域スポー
ツクラブについて研修を受講。

●平成 18年度
　日本体育協会総合型地域スポーツクラブ育成推
進事業育成指定クラブ委託事業受託。
     
●平成 20年度   
　総合型地域スポーツクラブ「まじゃらいんスポー
ツクラブ」設立。

会  員  数 100名 ●男性
●女性

87名
13名

●小学生
●高校生
●60歳以上

住所：〒987-1305
　　　大崎市松山次橋字次橋 82
TEL：0229-55-3409
FAX：0229-55-3409
E-mail：bozhaiteng348@gmail.com
対象エリア：大崎市松山
対象エリアの人口：7,600 人
教育環境：小学校／２校　316名
　　　　　中学校／１校　176名
　　　　　高　校／１校　209名
設立年月日：平成20年２月３日
設立母体：松山サッカー協会
指導者数：総数 18名（有資格者／  7 名）
　　　　　　　　　　 （無資格者／ 11名）
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名
名
名

●中学生
●一　般

9
50
名
名

シンボル
マ ー ク

クラブ名
の 由 来

「コスモス」がシンボルマークです。松山地域の花
として慕われ、町内外からコスモス園に訪れます。

「まじゃらいん」とは、宮城弁で「輪にお入りなさい」という人を
招き入れる言葉として使われており、当クラブでは誰でも一緒にと
いう趣旨を表すため、地元で慕われていることばを引用しました。

大崎市松山運動場
委託管理施設

大崎市松山運動場、大崎市松山体育館
市町村スポーツ施設

〈スポーツ教室〉
キッズサッカー、フットサル、スキー・スノーボー
ド

〈サッカー・フットサル振興〉
FC スポーツ少年団、FC パドゥレ、FC マドゥレ、
FCコスモス

〈交流大会〉
女子フットサル交流大会、フットサル交流大会、
サッカー交流大会【少年団、中学校】

〈イベント〉
夏山登山、ボウリング大会、まじゃスポカップ

〈その他〉
多目的グラウンド芝生整備、サッカー交流遠征

スポーツ・レクリエーション種目

環境保全米栽培、ホタル鑑賞、生き物調査（エコ体験）
文化活動種目

総　　　会

運営委員会
会　　長
副 会 長
運営委員

事務局

広報部 財務部
クラブ
活動部

イベント
企画部

年会費：130

参加費：410
（登録料、大会運営費）

その他：237
（協賛金、繰越金、雑収入）

事業委託費：少年サッカー委託事業費として

グラフ中の単位：千円

予算総額：777,000円
小学生
中学生
高校生
一般
賛助会員（1口）
入会金

会費内訳（年会費）
1,000
1,000
1,000
2,000
10,000
1,000

円
円
円
円
円
円
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